
 

「阪神淡路大震災の教訓は？」をテーマに調

査・研究を続けて毎年災害メモリアル KOBE で

発表しています。今年は、住民 9人、研究者ら 12

人、消防経験者 4人、マスコミ関係者 3人の計 28

人にインタビューしました。昨年の 27 人と合わ

せて 55人となり、新聞の枚数としては 19枚と 

なりました。会場の皆さんに一部ずつ、2 年生が

「号外です」と言いながら、配りました。 

 

 

  当日の発表は、200名ほど入るホールで、1チ

ーム持ち時間が 15 分と限られた時間の中で、発

表を行いました。参加チームは、兵庫県立大学・

兵庫県立舞子高校・滋賀県立彦根東高校・国立明

石工専・神戸学院大学・関西大学の 6チームでし

た。私たちの発表内容は、インタビューを行った

人の中で、6名の人のインタビュー内容について、

発表しました。「人間は知っている人は助けようと

するが、知らない人は助けない」という言葉に驚

きました。 

 

私たちがこの活動を通して、当時の話をただ

聞くだけではなく、教訓を自分たちから次の世

代に繋げていくことの大切さを学びました。私

たちのような震災を経験していない若い世代が、

教訓を伝えなければ、阪神淡路大震災はただの

過去の事象になってしまう。災害が起こった後、

何をしていくかが今後の災害大国日本に必要な

ことではないのかと思いました。  

 

2010年 3月 12日  

神戸学院大学現代社会学部社会防災学科安富ゼミ２・３・４年生一同 

 

                                                                                          



 「震災 25年若者キャンペーンプロジェクト活動発表会活動報告書」 

 


